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水素供給インフラの拡大を目指す上で課題

となる一つに、普通乗用車と大型輸送車の

両方に素早く低コストで水素を供給できる

水素ディスペンサーの必要性がある。  

この問題への対処として、トヨタ欧州法人は、 

Hydrogen Refuelling Solutions (HRS) と ENGIE の協力

を得て、今年はじめ、次世代の水素充填システム

を発表した。Twin Mid Flow Technology と呼ばれる

この新たな技術は、高流量デュアルノズルを使い

１基の水素ディスペンサーで大型輸送車と普通乗

用車の両方に水素を充填することができる。４０

トントラックで航続距離 ６００ km 分の水素をわ

ずか８分で、９００ km 分の水素を１２分で補給

できる。普通乗用車ならば５分以内の補給だ。 

異なる車両タイプにそれぞれのディスペンサーを 

設置する必要がなくなるため、水素補給ステーシ 

ョンの敷設コストが大幅に下がり、欧州連合の 

Alternative Fuels Infrastructure Regulation (AFIR) で定

められた目標実現に弾みがつく。 AFIR では   

２０３０年までに Trans-European Transport Network 

に沿って ２００km 毎に公的にアクセス可能な水素

ステーションを敷設することを目指す。 

トヨタはテスト設備と Twin Mid Flow Technology に

対応した、二つのノズルから同時に充填できる燃料

電池トラックを提供する。HRS と ENGIE はこの新し

い技術を採用した次世代水素ステーションを開発す

る。 
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世界的な成長 

一方、H2stations.org の最新データによると、昨

年末の時点で稼働中の水素ステーションは世界

に約１１６０箇所ある。２０２４年中に敷設さ

れたのは１２５箇所で、欧州に４２箇所、中国

に約３０箇所、韓国に２５箇所、日本に８箇所、

カナダに４箇所、米国に９箇所だ。 

中国の水素ステーションは、昨年新たに３０箇

所ほど新設されたことで、推定で合計３８４箇

所。また最近では、エアリキード が中国で初と

なる ３００バール水素タンクを持つ水素ステー

ションを上海に建設した。 

１日１２トンの水素充填能力を誇るこの水素ス

テーションでは、中型から大型トラック   

１０００台に水素を補給することができる。既

に約５０００台の燃料電池自動車が走り、１ ８

箇 所 の 水 素 ス テ ー シ ョ ン が あ る こ の

地域にもたらすインパクトは大きい。 

 

 

 

プラチナはその化学的物理的特性から、燃料電

池自動車の動力となる燃料電池に使われる固体

高分子膜(PEM) 技術に欠か せない材料だ 。

PEM 技術は水電解による水素生産にも使われる。

水電解に利用する電力が再エネによるものであ

れば、生産される水素は、大気中に二酸化炭素

を発生させない「グリーン水素」だ。 

水素関連のプラチナ需要はまだ多くはないが、

今後１０年間で大きく増えるとされ、２０２９

年までには １４.０トンに達する予測だ。 
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